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解 答
水 二酸化炭素 酸素 光合成 師管 強い 呼吸□１ 問１① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

エ 枯れる ア イ ウ問２ 問３ 問４Ａ Ｂ Ｃ

鉄 アルミニウム 銅□２ 問１(ｱ) (ｲ) (ｳ)

問２

４０・２.７問３水素 鉄 問４４
１５

１２
１３

１９ １１５ ３８ ７２２ ６□ ア イ ウ エ オ３

イ １１.２ １４.４ ６２.５・Ｂ １２ １５□ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６４

イ イ ア イ イ ア，ウ ２０□ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７①５

４ 多 １２ １６ １７② ③ ④ ⑤ ⑥

ア ウ イ，オ ２.４ ４.８ ３.３□ 問１① ② 問２ 問３⑥ ⑦ 問４６

３.０問５

解 説
鉄，銅，アルミニウムの中で水酸化ナトリウム水溶液とは反応しないが，塩酸とは反応するのは鉄です。し□２ 問１

たがって，実験１と実験２の結果から，(ｱ)は鉄です。また，(ｲ)は塩酸と反応しているので，アルニウムです。

実験２から，Ｗｇの鉄と過不足なく反応するＹ液は８ なので，Ｗｇの鉄と過不足なく反応するＸ液の量は問３ 安

４ です。Ｘ液を金属球に１５ 加えると，鉄とＸ液４ が反応し，水素がＶ 発生します。そして，安（８÷２） 安 安 安

アルミニウムとＸ液１１ （１５－４）が反応し，Ｖ の 倍（４× ）の水素が発生します。したがって，安 安 ３
１１

１２
１１

水素の体積はＷ の 倍になります。また，アルミニウムと反応したＸ液は１１ なので，残ったアルミニウ安 安３
１４

ムはＷｇの 倍（１－ ）です。したがって，残った球の重さはＷｇの 倍（１＋ ）です。１２
１

１２
１１

１２
１３

１２
１

落葉樹林では，春に日光を受けて下草が育つことができますが，常緑針葉樹林(ｱ)や常緑広葉樹林(ｲ)は一年問４

中林の中に光が届きにくいので，下草があまり育ちません。

□ １００ｇのおもりをつるしたときの長さは，おもりをつるさないときの長さの１.４倍なので，ゴムひもの長４ 問２

さは１１.２ｃｍ（８×１.４）です。

長さ８ｃｍのゴムひもは１００ｇで３.２ｃｍ（１１.２－８）のびるので，２００ｇのおもりをつるしたと問３

きのゴムひもの長さは１４.４ｃｍ（８＋３.２× ）です。１００
２００

８ｃｍのゴムひもを２ｃｍのばせば，ぼうは水平になります。したがって，Ｂの端に６２.５ｇ（１００×問４

）のおもりをつるします。３.２
２

問４より，おもりをつるさないときの長さ８ｃｍのゴムひもに６２.５ｇの力を加えると，棒は水平になりま問５

す。ここで，おもりをつるさないときの長さ１０ｃｍのゴムひもとおもりをつるさないときの長さ８ｃｍのゴム

ひもに，同じ力を加えたときののびの比は５：４なので，１１２.５ｇ（１７５－６２.５）を５：４に分ければ，

棒は水平のままつりあいます。したがって，おもりをつるさないときの長さ１０ｃｍのゴムひもにかかる力は

５０ｇ（１１２.５× ）なので，ゴムひもの長さは１２ｃｍ（１０＋４× ）です。９
４

１００
５０

□ 塩酸Ｂは，塩酸Ａの２倍のこさなので，塩酸Ｂ５０ は塩酸Ａの１００ に相当します。したがって，塩酸６ 問５ 安 安

Ａ５０ と塩酸Ｂ５０ をまぜあわせた溶液は，塩酸Ａ１５０ （５０＋１００）と同じなので，アンモニア水安 安 安

１２５ と反応してできる塩化アンモニウムは３.０ｇです。安
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